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第35回 泌尿器科中部連合総会シンポジウムII

膀胱癌の診断と治療における最近の進歩

司会 ：金沢大学医学部泌尿器科学教室(主 任 ：久住治男教授)

久 住 治 男

司会のことば

膀胱癌は泌尿器科領域の最もポピュラーな疾患のひ

とつであり,そ れだけにこのシンポジウムに求め られ

るところが大とおもわれる.今 回診断2,治 療4の 主

発言のほか,抗 癌剤感受性試験2の 指定発表 を くわ

え,そ れぞれの分野での新しい知識や成績を発表 して

いただいた.こ のなかには未だ進歩とまでいえないも

のもあるが,今 後の発展と,各 位の注目をえるために

あえて登場 してもらった.な おこのシンポジウムの2

週間まえに,膀 胱癌の根治治療に関する国際会議が,

スエーデンでひらかれ,小 生が出席の機会があったの

で,そ のなかから各位の参考になる点をまじえながら

スピィカーの発表を進めたいとおもいます.

膀胱癌の腫瘍マーカーにはとくに優れたものが見い

だされていないのが現状であるが,松 浦 健博士と,

浜見 学博士に,そ れぞれDNAヒ ス トグラム,血

液型抗原の膀胱癌のmaHgnantpotentialの 予測の

可能性について発表 していただいた.こ の点につき

Pro£B.Tribukaitは335例 の未治療膀胱癌につき,

DNAヒ ス トグラム分析を行 ない,aneuploidcell

lineは3cm以 下の単発,乳 頭状腫瘍では25%に 過

ぎないが,3cm以 上では50%,多 発性では'60%と 増

大し,ま た非乳頭状腫瘍では90%以 上,CISで は100

%に 認められることを明 らかに している。 さらにS・

Phasecellpopulationは 再 発と,有 為の関係にある

ことを示している.こ れらの研究は,こ れ までの組織

学的診断とともに,細 胞の生物学的活性を評価する診

断法の早急な一般化を求めるものといえよう.

清原久和博士,松 田 実博士か ら,TUR症 例 のな

かに約10%の 予後不良症例のあることや,進 行膀胱癌

の化学療法の困難性について述べられたが,こ の成績

はいずれも新しいmalignantpotential評 価法や,

個特異性のある抗癌剤感受性試験の必要性をうったえ

るものである.内 藤克輔博士 と山内民男博士から感受

性検査の現状を発表してもらったが,な お多くの技術

的問題のあることが示された.

膀胱全摘には,尿 失禁が常に問題となるが,宮 川美

栄子博士は術後の生活内容の向上について強調され,

Kockpouchの 優位性を強調された.今 回スエーデ

ンの,Pro£Kockの 手術を見学する ことが できた

が,現 地では一般的意見として,な お観察期間の必要

性,膀 胱癌における適応など,慎 重な意見が多いこと

が印象的であった.し かし,こ のような術後の生活の

向上が,一 層問題になる時代にあることは認識されね

ばならない.

広範なCISに 対する新しい治療法として,ヘ マト

ポルフィリン誘導体と,Argon-dyeIaserの 赤色光

を用いた光化学療法を三崎俊光博士から発表してもら

ったが,な お,多 くの問題を解決しなければならない

ことがしめされた.し かし今後の研究課題として注 屠

する価値があると考えられた.

以上各発表のごく一部を取 りあげたに過ぎないけれ

ど,各 演者の研究成績が少しでも日常の診療に参考に

なれば幸いである.

(1986年3月11日 受付)


